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呉秀三と門脇眞枝
さ か え

 

－重ねて痴呆という言葉、呆けという言葉－ 
 

井手 佐武郎 
 
 「痴」という字は岩波国語辞典によると、「おろか、痴愚、痴鈍、痴呆、痴者、

痴人、愚痴、白痴、音痴。特に色情についていう。痴漢、痴情、痴態、痴話、

情痴」等とある。「呆」という字は多くの辞典で、ばか、あほうの意とされてい

るが、更に広く転用され、ぼかす、あいまいにする、とぼける等につながって

いる。 
 最近、精神科領域で多用されるようになっている「呆け」は、「痴」と違った

ニュアンスを持っていて、他に言い表わし難い便利な言葉だと小生は思ってい

る。 
 老齢期に屢々起こってくる精神障碍を、むごい不快語にすぎない「痴呆」と

いう言葉で表現されるようになった起源を調べ出して三年余になる。平成三年

十月十九日、本誌第三五二一号に「痴呆という言葉、呆けという言葉」と題し

て、小論を発表させて頂いた。その後、興味ある知見を得たので、続篇として

書いてみる。 
 昔日は「人生五十年」と言われていたくらいだから、高齢者の精神障碍は社

会的にも医学的にも、さして問題にはなっていなかったのだろう。戦前は一般

辞書では「痴呆」は、ばか、あほうの意とのみ表現されていたのが大部分だっ

たが、戦後になって医学用語と併記されるようになり、平成期に入って「医学

用語」としてのみ取り上げている辞書が目立っている。 
 
 明治期、西欧医学の導入に当って、医学界ではそれぞれの分野で学術用語の

邦語訳出が急がれていた。その中でも現今、日本精神医学中興の祖と仰がれて

いる、東大精神科・呉秀三教授の日本語訳は徹底していた。 
 《東京府巣鴨病院の病床日誌、臨床講義の筆記はみな日本語を以て記載する

を例とした。 －中略－ 医科大学附属医院では他の分科では概ね独逸語を以

て病床経過を記述するのが常であった。》（斎藤茂吉「呉先生を憶う」－『呉秀

三小伝』より） 
 《専門的訳名に対して狂の文字を常に忌まれた。そして従来「デメンシア」

を痴狂と訳していたのを明治四十一年頃より改めて痴呆と訳出せんことを提唱

せられたのだが今日では遂に是が通有名となって仕舞ったのである。》（北林貞






